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旧袋井市・旧浅羽町が平成17年4月に合併し、袋井市が誕生。
温暖な気候が特徴で、市南部は太平洋に面し、北部は山地と豊かな自然に恵まれ、

田園地帯と美しい茶畑が広がっている。

（令和６年４月１日現在）



✣参画法人は、すべて法人本部または事業所が袋井市内にある。（社会福祉法人遠州
中央福祉会は磐田市、社会福祉法人天竜厚生会は浜松市に法人本部がある。）

法人名 事業内容 収益規模

社会福祉法人なごみかぜ 障害福祉事業・児童福祉事業 ２７０百万円

社会福祉法人デンマーク
牧場福祉会

児童福祉事業・高齢者福祉事業・障害者福祉
事業・医業・その他

９６８百万円

社会福祉法人遠州中央福
祉会

高齢者福祉事業
１２９６百万円

社会福祉法人天竜厚生会 児童福祉事業・高齢者福祉事業・障害者福祉
事業・生活保護事業・医業

１４３８７百万円

社会福祉法人三宝会 児童福祉事業・高齢者福祉事業 １３３３百万円

社会福祉法人ひつじ 障害者福祉事業 ５５３百万円

社会福祉法人萬松会 高齢者福祉事業 ４６６百万円

社会福祉法人明和会 児童福祉事業・高齢者福祉事業・障害者福祉
事業

２３４７百万円

NPO法人やくわり 障害者福祉事業 ３５０百万円

社会福祉法人袋井市社会
福祉協議会

※事務局
２２４百万円



【社協として感じていた課題】
地域福祉活動の中で、住民だけでは解決できない課題や困りごとに対し、社会福祉法

人等の支援があると良いのではないか。

令和２年６月

令和３年６月

～令和６年



✣

ネットワーク事業を始めた当初、参画法人ではBCP作成に未着手もしくは見直しが必

要だという認識の法人が多かった。特に「法人間の連携」「地域との連携」という部分

について重点を置き、取り組んでいる。

社会福祉法人
三宝会

社会福祉法人
なごみかぜ



✣

各法人の魅力や福祉の仕事の良さをPRするだけでなく、地域全体で福祉にかかわる人

材を育てることを共通認識として事業に取り組んだ。

「保護者や生徒を
推薦する高校の
先生も意識した
内容に！



事業を進める中で、地域から寄せられた課題について、プラットフォームの会議の中

で協議し、対応している。



法人間が繋がることで住民や求人者に対するPRにもなり、社会福
祉法人の存在や取り組みを今まで以上にアピールできていると感じ
ています。
また「より実効性の高いBCPを作成できた」、「災害に備えるに

あたりネットワークの重要性を感じている」「求人者にPRできた」
と参画法人より御意見をいただくことがありました。
今後も各法人の基盤強化や地域における公益活動を支援しつつ、

袋井市がより住みやすい市になるよう努めていきます。
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